
旧
吾
川
村
か
ら
、
す
べ
て

の
学
校
が
消
え
て
い
く
。

大
崎
地
区
に
で
き
る
新
庁

舎
は
、
意
気
消
沈
し
て
い
る

町
民
（
特
に
旧
吾
川
）
に
夢

と
希
望
を
与
え
る
、
中
身
の

濃
い
も
の
に
し
て
欲
し
い
。

学
校
再
編
が
一
定
の
目
途

が
付
い
た
中
で
、
意
欲
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
知
市
の
重
倉
に
、
総
合

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
相
愛

の
永
野
社
長
が
、
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
斬

新
な
社
屋
を
作
っ
て
い
る
。

新
し
い
庁
舎
は
固
定
観
念

を
捨
て
て
、
30
〜
100
年
を
見

据
え
た
施
設
を
要
望
す
る
。

住
民
の
利
便
性
を
考
え
な

が
ら
、
町
づ
く
り
の
大
き
な

構
想
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

新
し
い
大
崎
診
療
所
を
中

心
と
し
た
、
福
祉
ゾ
ー
ン
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

鳥
取
県
智
頭
町
の
森
の
幼

稚
園
、
鹿
児
島
県
の
霧
島
桜

ヶ
丘
病
院
は
森
の
中
の
施
設

で
、
老
人
介
護
に
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。

旧
仁
淀
村
へ
総
務
・
企
画

課
が
、
旧
池
川
町
へ
産
業
建

設
課
が
、
旧
吾
川
地
区
に
保

健
福
祉
課
を
置
き
、
診
療
所

を
中
心
と
し
た
保
育
、
終
末

を
迎
え
る
介
護
施
設
を
一
つ

の
森
の
中
に
作
れ
な
い
か
。

本
庁
方
式
の
考
え
は
変
わ

ら
な
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成24年11月10日発行 第29号　（8）

答 町づくりの大きな構想で

本庁舎は中身の濃いものを

本
庁
舎
の
位
置
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
他
の
施
設
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

大
崎
診
療
所
の
建
て
替
え

が
急
務
だ
。
診
療
科
や
設
備
、

場
所
の
選
定
、
予
算
の
確
保

な
ど
、
今
後
関
係
者
と
検
討

し
て
い
く
。

大
崎
小
の
有
効
活
用
も
、

早
い
時
期
に
検
討
を
始
め
る
。

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
森

林
組
合
の
入
っ
て
い
る
施
設

は
、
新
庁
舎
の
位
置
が
決
定

し
て
か
ら
具
体
的
な
検
討
に

入
る
。 問

西
森
常
晴

答

町
　
長

問

西
　
森

答

町
　
長

問

西
　
森

答

町
　
長

答

町
　
長

問

西
　
森

新しい
福祉ゾーンを

大崎診療所



平成24年11月10日発行（9） 第29号

答 今後検討

税の滞納と廃屋の解体は
不
在
地
主
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
滞
納
は
増
え
て
い
な

い
か
。
報
道
番
組
で
廃
屋
の

家
主
が
滞
納
し
、
隣
家
や
通

行
人
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る

た
め
、
町
が
解
体
費
を
助
成

問

農
本
規
仁

し
、
土
地
を
寄
付
し
て
も
ら

う
内
容
だ
っ
た
。

本
町
に
も
見
受
け
ら
れ
る

が
、
い
ざ
の
時
、
避
難
路
、

ま
た
通
学
路
に
あ
る
場
合
、

児
童
、
生
徒
に
危
害
が
及
ぶ

可
能
性
が
あ
る
。

今
後
増
加
も
考
え
ら
れ
る

が
、
景
観
の
保
持
、
宅
地
の

有
効
活
用
の
点
で
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

税
の
納
付
書
に
現
状
の
写

真
を
入
れ
、
寄
付
の
考
え
を

聞
い
て
み
て
は
。

町
外
の
納
税
義
務
者
数
１

千
376
人
中
、
滞
納
者
数
は
72

人
で
額
、
件
数
は
増
え
て
い

な
い
が
、
廃
屋
の
問
題
は
全

国
的
な
課
題
で
、
風
水
害
、

大
規
模
災
害
な
ど
倒
壊
、
飛

散
な
ど
懸
念
さ
れ
る
。

た
だ
、
個
人
の
所
有
物
に

対
し
、
町
民
の
税
金
で
助
成

は
ど
う
か
。
個
人
の
責
任
に

お
い
て
解
体
し
て
も
ら
う
た

め
、
調
査
し
呼
び
か
け
を
し

て
い
く
。
町
に
と
っ
て
有
益

な
土
地
で
あ
れ
ば
、
今
後
検

討
も
し
て
い
く
。

答

町
　
長

宅
地
と
し
て
若
者
定
住
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
販
売
で

き
る
が
、
世
代
交
代
が
進
め

ば
進
む
ほ
ど
、
住
民
が
持
ち

主
を
知
り
得
な
く
な
る
。

真
剣
な
取
り
組
み
を
。

解
体
は
、
町
と
し
て
も
空

き
家
調
査
を
し
て
お
り
、
今

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か

考
え
て
い
く
。

問

農
　
本

答

町
　
長

以
前
中
堅
職
員
が
、
出
身

地
区
外
へ
異
動
し
た
時
、
地

名
を
字
名
で
言
わ
れ
て
も
分

か
ら
ず
、
初
期
の
対
応
が
遅

れ
て
申
し
訳
な
か
っ
た
と
話

し
て
い
た
。

防
災
計
画
の
組
織
体
制
で

も
、
災
害
対
策
本
部
の
部
長
、

班
長
の
ポ
ス
ト
と
な
り
、
地

元
消
防
団
で
も
重
要
な
幹
部

と
な
っ
て
い
る
職
員
も
多
い

と
思
う
。

震
度
６
以
上
で
、
町
全
体

が
深
層
崩
壊
の
危
険
地
帯
で

あ
る
以
上
、
本
庁
、
支
所
間
、

ま
た
集
落
間
が
通
行
止
の
時
、

地
名
・
場
所
が
分
か
り
づ
ら

く
職
員
が
即
戦
力
と
な
り
得

る
か
。

ま
ず
職
員
と
し
て
町
内
を

知
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
適

正
配
置
に
努
め
て
い
る
。

大
規
模
災
害
の
時
は
、
ま

ず
近
い
職
場
へ
出
向
き
、
庁

舎
間
の
連
絡
調
整
、
情
報
収

集
、
県
と
の
連
絡
を
し
て
も

ら
い
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て

も
ら
う
。
現
在
消
防
団
と
も

対
応
を
考
え
て
い
る
。

問

農
　
本

答

町
　
長

町
長
選
挙
ま
で
１
年
を
切

っ
た
が
、
出
馬
は
決
断
し
た

か
。町

内
全
域
を
対
象
に
懇
談

会
を
開
き
、
課
題
や
意
見
、

要
望
を
聞
い
て
お
り
、
成
果

を
踏
ま
え
残
さ
れ
た
任
期
を

全
力
を
傾
注
し
て
い
く
。

３
年
間
の
実
績
も
振
り
返

り
な
が
ら
、
周
り
の
方
と
も

相
談
し
私
な
り
に
熟
慮
し
て

い
く
。 問

農
　
本

答

町
　
長

町職員の配置は
万全か

来期の出馬は

防災訓練（寺村地区）



宝
来
荘
で
の
食
事
、
宿
泊

に
悪
評
が
あ
る
が
、
町
の
指

導
は
で
き
て
い
る
か
。

町
営
住
宅
、
町
の
施
設
、

活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
家
賃

や
委
託
契
約
を
結
び
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
退
去
後
に
物

品
、
放
置
車
両
な
ど
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
処
理
を
す
る
か
。

指
定
管
理
者
よ
り
計
画
書

の
提
出
も
受
け
、
運
営
も
行

っ
て
い
た
が
、
事
情
に
よ
り

調
理
、
接
客
に
経
験
不
足
の

メ
ン
バ
ー
で
の
運
営
に
な
り
、

利
用
者
に
ご
迷
惑
を
掛
け
た
。

町
と
し
て
、
従
業
員
の
教

育
や
調
理
経
験
者
の
雇
用
な

ど
、
利
用
者
に
信
頼
、
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成24年11月10日発行 第29号　（10）

答 要望していく

遊歩道設置を
今
、
全
国
的
に
仁
淀
川
が

注
目
を
浴
び
て
い
る
。
県
外

車
が
多
く
見
ら
れ
、
ア
カ
イ

セ
な
ど
川
の
地
名
を
尋
ね
る

人
が
多
く
見
ら
れ
た
。

問

橋
本
眞
一

反
面
「
何
も
な
い
所
で
す

ね
」
な
ど
言
わ
れ
る
方
も
多

か
っ
た
。

川
辺
を
散
歩
す
る
遊
歩
道

も
な
く
、
道
路
よ
り
水
辺
を

見
る
だ
け
。
土
居
川
左
岸
の

親
水
公
園
炊
事
棟
上
流
、
ふ

れ
あ
い
橋
付
近
ま
で
、
水
面

ギ
リ
ギ
リ
の
遊
歩
道
設
置
は

で
き
な
い
か
。

夏
だ
け
で
な
く
、
春
や
秋

に
も
仁
淀
川
を
満
喫
で
き
る

の
で
は
。

県
に
要
望
を
。

土
居
川
を
散
策
す
る
に

は
、
数
カ
所
の
階
段
を
利
用

し
川
に
降
り
る
し
か
な
く
、

水
辺
に
親
し
む
環
境
で
は
な

い
。階

段
工
と
階
段
工
を
ア
ク

セ
ス
し
、
遊
歩
道
を
整
備
す

る
こ
と
で
「
仁
淀
ブ
ル
ー
」

を
体
験
、
観
光
客
の
増
加
を

見
込
み
た
い
。

維
持
管
理
、
安
全
面
な
ど

課
題
は
あ
る
が
、
管
理
者
で

あ
る
県
に
要
望
し
て
い
く
。

答

町
　
長

問

橋
　
本

答

町
　
長

問

橋
　
本

答

町
　
長

備
品
や
自
動
車
は
所
有
権

が
あ
り
、
退
去
後
も
勝
手
に

処
分
で
き
な
い
。

今
回
は
退
去
者
で
所
有
者

が
分
か
っ
て
お
り
、
車
両
に

つ
い
て
は
今
月
20
日
ま
で
に

移
動
、
ほ
か
の
物
品
は
撤
去

す
る
よ
う
話
し
て
い
る
。

宝来荘の
指導は

町
の
施
設

退
去
後
は

宝来荘

ふれあい橋より下流



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成24年11月10日発行（11） 第29号

答 地元と協議し要望を

ヘリポートの建設
徹底実行を

東
日
本
大
震
災
や
他
の
大

災
害
を
踏
ま
え
、
地
区
の
孤

立
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

町
道
小
郷
線
周
辺
に
２
カ
所

位
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
建
設
し
て

ほ
し
い
が
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
に
つ

い
て
は
救
急
搬
送
等
立
地
条

件
も
考
慮
し
、
町
全
体
の
各

要
所
を
選
定
し
、
用
地
等
の

準
備
が
整
っ
た
地
区
か
ら
順

次
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
に
は
散
在
し
た
集
落

が
多
く
、
今
後
に
お
い
て
用

地
交
渉
や
立
地
条
件
、
経
費

等
考
慮
し
計
画
的
な
準
備
を

図
る
。

坂
本
地
区
に
周
辺
に
２
カ

所
と
い
う
質
問
だ
が
、
一
挙

に
と
い
う
事
に
は
い
か
な
い
。

一
つ
か
ら
始
め
た
い
。

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
と
坪
井
地

区
で
は
、
一
つ
に
す
る
の
は

難
し
い
と
思
う
。
２
カ
所
は

是
非
お
願
い
し
た
い
。

い
い
話
な
の
で
、
地
権
者

の
了
解
、
農
地
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
も
関
係
す
る
の

で
地
元
と
協
議
し
、
要
望
を

出
し
て
ほ
し
い
。

私
な
り
の
具
体
例
と
し
て
、

相
の
谷
の
残
土
処
理
場
跡
や
、

坪
井
地
区
に
も
広
い
空
き
地

が
あ
る
と
思
う
。

何
と
か
活
用
の
方
向
に
、

前
向
き
に
前
進
し
た
い
と
考

え
る
が
。

要
望
を
ま
と
め
て
、
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

問

野
　
村

答

町
　
長

問

野
村
安
夫

答
吉
岡
池
川
総
合
支
所
長

問

野
　
村

答
吉
岡
池
川
総
合
支
所
長

相ノ谷（紅ウド）ヘリポートにしたい場所


